
○ 県内のイオンモール大和郡山において、「みんなで見る・感じる・作る・知る～大和川の流域治水～」と題して、流
域治水の動画・アンケート・模型などを用いた啓発イベントを開催しました。

○ 啓発イベントとして、各ブースで学んでいただき、スタンプラリーを回った方には流域治水グッズを進呈しました。
８月２日(土)～３日(日)の２日間で467人の方にご参加いただきました。

○ 防災について学びたい人向けにマイタイムライン（避難計画）の作成キットを配布し、イベントブース内でいざとい
う時のご自身の環境に合わせた避難行動を考えていただきました。

大和川流域治水啓発イベントを開催しました︕

【問合せ先】
  国土交通省 近畿地方整備局
  大和川河川事務所 流域治水課
  〒582-0009

大阪府柏原市大正2丁目10番8号
    TEL 072-971-1381（代表）

～みんなで見る・感じる・作る・知る 大和川の流域治水～

【日  時】 令和7年8月2日（土）3日（日） 10時～16時
【場 所】 イオンモール大和郡山 １階 北小路コート
【参  加  者】 イオンモール 来訪者 467人

（スタンプラリー＋アンケート回答者）
【内 容】 各ブースでの体験を通して、流域治水について

学習していただきました

－大和川河川事務所－

開催概要

 今まで奈良県は大丈夫だと思っていたが、大雨の時は危険だと分かった。
 聞くだけではなく、見て感じることができて備えようと思えました。
 子どもにわかりやすいイベントでした。ありがとうございます。
 国土交通省が様々な取り組みをされていて新鮮でした。

参加者の感想

R7.8.4

家庭にあるもので災害時に緊急で
手作りできる、ビニール袋のカッ
パや新聞紙スリッパを作っていた
だきました

流域治水グッズ

←雨を貯留できる桶

パンフレット等

保田遊水地カード

①感じるコーナー

③知るコーナー

大和川流域を立体的に表した模型
で、流域治水対策の有無で水被害
がどれだけ減るか視覚的に体験し
てもらいました

大和郡山市長も
ご来場されました 避難計画作成キット

タブレットを使って、質問に回答して
もらうことで、アンケートに答えなが
ら流域治水について学習してもらい
ました。

タブレットを使った流域
治水アンケート

の写真

NHKや奈良新聞に当日の様子を
取材していただきました。

②作るコーナー ③知るコーナー
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